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経 済

地球温暖化

エネルギー

3E（Environment, Economy, Energy security)のバランス

長期的に解決すべき
全人類共通の課題

技術開発による
3Eﾊﾞﾗﾝｽの保持
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経 済 ネ ギ

１．革新的技術が「花咲く」

２．化石燃料の価格上昇

2030年 2050年2040年2020年

加速度的な
「低炭素社会」化

日常生活に
不可欠な重要物資

持続的な経済成長
＝ 生活水準の向上

時間軸の
効果的活用

エネルギー技術の3つの貢献

エネルギー
技術

３Eバランスの
保持

後進国への
技術支援

低炭素社会
の実現
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技術

国際競争力
の維持

技術支援

日本経済の
持続的発展

温暖化対策
への貢献

技術開発のタイムスパン
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CO2生産性（＝GDP/CO2）の革命的改善

薪→石炭

化石燃料→
原子力・再生可能

労働生産性
の改善

低炭素社会
への転換
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石炭→石油

石油→
ｶﾞｽ・原子力

石油危機

CO2の
2005年比

▲60-
80％

の改善

日本の選択 ～キーワード～

環 境 ⇔ 経 済

理 想 ⇔ 現 実

長 期 ⇔ 短 期

地球益 ⇔ 国 益
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地球益 ⇔ 国 益

目 標 ⇔ 約 束

「実現可能性」と「受容可能性」

技術的 / 経済的 / 社会的 / 政策的


